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司会＝鶴原徹也 日本記者クラブ企画委員

（読売新聞） イギリスにボリス・ジョンソン新

政権が誕生し、EU（欧州連合）では欧州委員会

委員長にドイツの前国防相が起用されるなど、

双方に新しい動きがあったことを踏まえ、EU

政治に詳しい慶應義塾大学の庄司克宏先生に

おいでいただきました。 

最近では、庄司さんは『ブレグジット・パラ

ドクス：欧州統合のゆくえ』という書籍を岩波

書店からお出しになっていて、なかなか好意的

な書評を受けていらっしゃいます。 

きょうは 1 時間ほどお話しいただき、その

後、質問を受け付けます。よろしくお願いいた

します。 

庄司克宏・慶應義塾大学教授 皆さん、こん

にちは。慶應義塾大学の庄司でございます。 

本日は、「ブレグジットの行方と EU統合の展

望」というテーマでお話をしますが、多分皆さ

んのご関心はブレグジットの行方のほうだと

思いますので、そちらにできるだけ時間を割き

たいと存じます。 

お話をする順番ですが、まず EU から抜ける

という意味での「脱 EU」と、EU を乗っ取ると

いう「奪 EU」について、ブレグジットを絡めて

お話をした後に、ブレグジットの行方というこ

とで、少し詳しいシナリオをお話しして、時間

があれば、ヨーロッパ大陸における乗っ取る

EU（「奪 EU」）とどう違うのか、どういう展開に

なりそうなのかということを、EU 統合の展望

を含めて最後にお話をしたいと存じます。 

英、一国・民主主義へ回帰 

最初の点ですが、アメリカの経済学者のダ

ニ・ロドリックという方が「世界経済トリレン

マ仮説」というものを世に示しておられます。

それを EUに応用しまして、「欧州統合の三角形

モデル」というものを本に書いたことがござい

ます。 

私のオリジナルではないのですが、欧州統合

と国家主権、民主主義の 3つ全てを同時に達成

することはできず、どれか 1つを放棄せざるを

得ない、そういう仮説です。 

それを図式化すると、スライド 5のようにな

り、どれか 2つを選ぶことになるので、それぞ

れアプローチが決まってきます。 

もし欧州統合と民主主義を選択すると、国家

主権からは遠ざかる。つまり EU レベルの民意

を追求して欧州統合を進めることになります

（スライド 6）。 

これに対して、欧州統合と国家主権を選択す

る場合には、国家主権を維持しながら欧州統合

というのは何か矛盾のような感じがしますが、

そうではなく、各国が国家主権を、マーケット

が求める方向に国家の政策を誘導していくよ

う行使することになりますので、国内の民意を

反映する民主主義からは遠ざかるアプローチ

になります（スライド 7）。 

これに対して国家主権と民主主義を選択す

ることは、欧州統合を放棄して、国内の民意に

基づき国家主権を行使するということですの

で、一国・民主主義型アプローチということに

なります（スライド 8）。 

皆さんご存じのように、イギリスはブレグジ

ットという選択をすることにより、一国・民主

主義型アプローチに回帰しつつあるというこ

とで、2016 年の国民投票でそれを選択したわ

けです。 

ですから、イギリスの場合、先ほどの三角形

は、もう三角形ではなくて、国家主権と民主主

義だけを選ぶという形になります（スライド

11）。 

ブレグジットの後に EU とどういうふうなパ

ートナーシップ、提携関係を結ぶかを考えたい

ところですが、まだそこまでいっていなくイギ

リスは戸惑っているのが現状です。 

これに対して、ヨーロッパ大陸では何が起き

ているかというと、ポピュリズムという形で、

「逆・欧州連邦型アプローチ」がみられます。

その理由ですが、Eurobarometerという世論調

査の質問の一つで、「自国の EU加盟の是非を問

う国民投票が明日行われるとすれば、どちらに

投票しますか？」との問いに対し、青が「残留

を選びます」というものです。黄色の矢印が、

EU27カ国の平均ですが、68％が EU残留を示し
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ているということで、イギリスと違い、ヨーロ

ッパの大陸諸国の国民は、反 EU ではないとい

うことがはっきりしてきました（スライド 14）。  

そうすると、ポピュリスト政党も EU から抜

けるより EU に残留したまま何かするほうが得

策になってきます。具体的に何をするかという

と、欧州統合の部分を小さくする。つまり EU

から権限を奪い返す、「逆・欧州連邦型アプロ

ーチ」で、欧州統合の範囲を狭めていく、可能

ならば EU を乗っ取る、自分たちの都合のいい

ように動かす、そういう方向に動きつつありま

す。 

具体的には、アラカルト欧州という形で、単

一市場だけは EU で協力するけれども、あとは

ばらばらでいいじゃないか、そういう政策にな

ります（スライド 16）。 

まとめますと、ポピュリズムは欧州懐疑主義

という形をとって EU であらわれていますが、

イギリスの場合には、国民自体が反 EU ですの

で、ブレグジット、脱 EUという形で、「一国・

民主主義アプローチ」をとりましたが、ヨーロ

ッパ大陸諸国では、国民が押し並べて EU を支

持しておりますので、EUにとどまりながら、EU

を乗っ取る、そういう傾向がみられます（スラ

イド 17）。 

行方占う４つの前提条件 

そういう違いを踏まえた上で、ブレグジット

の行方、シナリオをみていきます。新しい首相

にとっての与件を確認したいと思います。 

1 つ目は少数与党のままであるということ

と、閣外協力を民主統一党（DUP）から受けて

いる。2 つ目はブレグジットをめぐる下院に 4

つの勢力が存在する。3 つ目が既存の EU との

合意がまだ存在している。4つ目が離脱期限と

なる 10 月 31日前後が EU 指導部が交代する時

期と重なるということであります。 

まず与件の 1つ目です。皆さんよくご存じだ

と思いますが、イギリス下院は定数 650 です。

議長、副議長等、投票しない人あるいはわざと

投票しない政党を除くと、最低過半数が 320で、

現在 321であります（スライド 22）。 

かつ 8 月 1 日にウェールズ地方で英下院補

欠選挙が予定されています。ある世論調査をみ

ますと、自由民主党がほかの小さな政党との選

挙協力を受けて、支持率が 43％になっていて、

保守党は 28％なので、保守党が議席を失う確

率が高い。そうなると 320 議席で、最低の過半

数、ぎりぎりの過半数ということになる可能性

が高いです（スライド 23）。 

次に与件の 2つ目ですが、テリーザ・メイ英

首相のときにいろんな投票があり、そこでわか

ったのは、下院には党派横断的に 4つの勢力が

あるということです。1 つ目は合意なき離脱。

2 つ目が EU との合意をした離脱、EU 合意を支

持する。3 つ目がソフトな離脱ということで、

経済関係をもっと緊密にした離脱を志向する

場合。そして 4 つ目が国民投票をして EU 残留

です。これらが党派横断的に存在しているとい

うことが混迷の理由であります（スライド 24-

26）。 

そのときの対立軸が、不幸なことにメイ英首

相の EU 合意を支持する派と、それ以外の全然

一致していない勢力が結果的に EU との合意に

反対する、そういう構図になってしまったとい

うことです。この 4つの立場は、いまも存在し

ています。 

それから与件の 3 つ目ですが、EU 合意はま

だ存在しています。これには 2つの文書があり

ます。1つは離脱協定で、問題となっている北

アイルランド議定書もこの一部です。国際法的

には拘束力を持っています。もう一つは英 EU

将来関係宣言という拘束力のない文書です（ス

ライド 28）。 

離脱協定に何が書いてあるかというと、基本

的にはイギリスをどうやって法的に EU から切

り離すかという、どちらかというとテクニカル

な内容ですが、1つだけポリティカルな内容を

伴っているのが北アイルライド国境問題を解

決するための一時的なバックストップ

（backstop）であり、この規定でもめたわけで

す（スライド 29）。 

しかし北アイルランドの国境問題は、永続的

な解決というものを、英 EU 将来関係宣言の中
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の経済パートナーシップの協定でやる予定で

した。この中の物品貿易のところに単一関税領

域であるとか、税関テクノロジーを使うとか、

イギリスが EU 規制に整合させるとか、いろん

な選択肢を掲げていて、これから決めるという

ことをメイ英首相は予定していたのですが、や

めさせられたということで、ここは何も決まっ

ていない状態です（スライド 30）。 

迫る期限、交渉の機会少なく 

与件の 4つ目ですが、現在、イギリスの下院

は夏季休会中ですが、先進 7 カ国（G７）首脳

会合（サミット）が 8月 24～26日にあるので、

ジョンソン英首相はエマニュエル・マクロン仏

大統領やアンゲラ・メルケル独首相と会うでし

ょう。ジャン＝クロード・ユンカー欧州委員会

委員長やドナルド・トゥスク欧州理事会常任議

長とも会うかもしれない。そこでは何らかのや

りとりがあるかもしれません。しかし、何かあ

ったとしても、9月 29日から 10月 2日の保守

党大会がありますので、EU にとどまるような

ことはあまり言えない。保守党大会には、バリ

バリの合意なき離脱の党員がいっぱい来ます

ので、ここまでは、あまりフレキシブルなアプ

ローチはとれない。とれるとしたらその後にな

るということで、EU首脳会議のある 10月 17～

18 日がチャンスなのではないか、と思われま

す。 

10月 31日の離脱期限まで、カウンターパー

トは、現在の欧州理事会常任議長のトゥスクさ

んと欧州委員会のユンカー委員長とミシェル・

バルニエ首席交渉官のままです。その後、11月

1日に次期コミッションが発足し、12月 1日に

次期欧州理事会議長が就任する、そういう時系

列になっているわけであります。 

ですから、どこで話をつけるのか、つけない

のかというタイムフレームの問題があります

（スライド 32）。 

そこで、ブレグジットの想定シナリオを考え

たいと思います。まず新聞報道では、あまりス

ペースがないので、多分できるだけスペースを

稼ぐために、一緒に議論されていると思うので

すが、「政策目標」と「手段」が一緒になって

いる可能性があるため、分けて考えます。政策

目標としては既存の合意を維持するか、一部修

正して離脱する。あるいは再交渉をして、仕切

り直して交渉して合意のうえ離脱する。合意な

き離脱にする。あるいはソフトな離脱というこ

とで、経済的利益を重視して関税同盟と単一市

場アクセスを確保する。最後は EU 残留という

ことです。 

それぞれを達成するための手段として考え

られるのは、少数与党のまま閣外協力を得る。

離脱期限について、経過をさせるか、あるいは

延長する。それから総選挙をやるのか、やると

すればいつやるのか。再国民投票をするのかど

うかに分けてみる必要があると思います（スラ

イド 34）。 

政策目標から選択肢をみますと、EU残留、ソ

フトなブレグジット、既存の合意の維持または

一部修正、再交渉による新合意、合意なき離脱

という形になります（スライド 36）。 

それぞれ確認したいと思うのですが、1番目

にあるEU残留の場合には再国民投票で2016年

の結果を覆す必要があります。それで残留の民

意が示されたら、EU 側に通告するという形で

すが、EU 側の承認は要りません。EU 司法裁判

所の判決によって、イギリスの一方的撤回でい

い。ただ、いつまでもできるのではなく、離脱

協定が発効するか、あるいは交渉期限が経過す

ると、もう一方的な撤回自体できなくなるとい

うことです（スライド 38）。 

4月 1日に例示投票（indicative votes）の

2回目を行ったときに、いくつかある案で最多

得票だったのがこの再国民投票案でした（スラ

イド 39）。 

他方、5月のイングランドと北アイルランド

の地方議会選では、EU 残留支持の自由民主党

などが圧倒的に議席を増やし、保守党が激減し

ているのと好対照をなしました（スライド 40）。 

また記憶に新しいと思いますが、5月の欧州

議会選挙では、イギリスではブレグジット党が

最多議席をとりましたが、総投票数の割合をみ

ると EU残留派の合計が 40.4％、EU離脱派の合

計が 34.9％。欧州議会選挙の得票率は、残留派
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のほうが高いということになります。もし国民

投票があった場合には、結果としては残留があ

り得ると解釈することは可能です（スライド

41）。 

また BMG Researchの世論調査をみますと、

もし合意なき離脱か、あるいは離脱通告撤回で

EU 残留かの選択肢で再国民投票が行われる場

合、あなたはどちらに投票しますかという場合

に EU残留が 44％、合意なき離脱が 38％になっ

ています。どちらかというと残留のほうが世論

の力は伸びているのが最近の傾向だと思われ

ます（スライド 42）。 

ただ国民投票をやる場合には、忍び寄るリス

クとして、ポピュリズムの恐れがあって、ブレ

グジット党党首のナイジェル・ファラージ氏は

国民投票が得意ですので、2016 年の国民投票

で EU 離脱に成功したストーリーをもう一度再

現するかもしれない、そういう恐れがなきにし

もあらずとなりますので、これについては要注

意となります。必ずしも国民投票がよい結果を

もたらすとは限らないということです（スライ

ド 43）。 

労働党はどうなっているのかと、いつもやき

もきしておりますが、いまの議会の間では、再

国民投票があれば残留を支持するけれども、総

選挙があった場合にどうするかは現時点では

明らかにしていない。こういう曖昧な態度をジ

ェレミー・コービン党首はずっと続けておりま

す（スライド 44）。 

ソフト離脱、国境問題では利点 

さて選択肢の 2 番目のソフトな離脱という

のは、関税同盟と単一市場アクセスであります

が、労働党の従来の案であって、もし次に総選

挙があった場合に、これをそのまま主張するか

どうかが注目点になります。 

それを実現するためには、EU との合意のう

ち政治宣言を見直す必要がありますが、EU と

してはウエルカムです。 

ただ関税同盟を結ぶと、独自の通商協定の交

渉はできない状況が続きますし、単一市場アク

セスを確保することは、イギリスが EU の規制

に合わせるということですので、そこでも独自

性がなくなる。経済的には利益が大きい反面、

不自由な面が残る。 

ただ一番すばらしいのは、北アイルランド国

境問題のバックストップと矛盾しませんので

全く問題がない、ということです。その意味で

はいい案だということになります（スライド

46）。 

4 月 1 日の第 2回例示投票では、3 票差で残

念ながら不成立になっているので、決して人気

がないわけではないです(スライド 47)。 

次に選択肢の 3番目に挙げている、既存合意

の維持または一部修正ということについては、

保守党の離脱強硬派と DUP から反対を受け、結

局メイ英首相が潰されてしまいましたが、まだ

合意としては生きています。一部修正が可能と

すれば、政治宣言に限られます（スライド 49）。 

問題なのは、北アイルランドの国境問題です。

ハードな国境を回避するというときに、人と物

の移動の両方を自由化したままでないとだめ

なのですが、人の自由移動のほうは、イギリス

とアイルランドはシェンゲン協定に入ってい

なくて、共通往来地域という 2国間でやってい

ますので、基本的にはこのままで問題ない。物

の自由移動は EU の単一市場のルールでやって

いるので、イギリスが単一市場から抜けたとき

にどうするのかということでもめたわけです

（スライド 50）。 

メイ英首相の交渉がこのときに矛盾を来し

ました。単一市場と関税同盟から離脱すると、

税関検査と物品規制のチェックが必要になり

ますが、彼女はハードな国境を回避すると約束

したので、国境での物理的施設で税関検査など

はできない。一体どうするのかという矛盾です

（スライド 51）。 

それを解決するのがバックストップという

ものです。永続的な解決は英 EU 将来関係協定

でやりますが、間に合わないときの一時的な対

策として、EU とイギリス全体が一時的に関税

同盟を結ぶ、そうすると税関検査は要らない。

それから、アイルランドと北アイルランドの間

では EU の物品規制のままでやる、つまり物品

規制チェックも要らなくなるということで、問
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題を解決しようとしたわけです（スライド 52）。 

これはこれなりによく考えられた案で、EU

側もバックストップで何をしたかったかとい

うと、単一市場の一体性を維持したかった。つ

まり第三国からの物品がイギリス経由で北ア

イルランドを通って、税関や物品規制のチェッ

クを守っていないのに単一市場に入ってくる

というのを避けたい。だからバックストップで

EU 関税をイギリス国境で支払い、北アイルラ

ンドで物品規制のチェックを受ければ、単一市

場は守られるということなので、EU にとって

もハッピーな取り決めです（スライド 53）。 

ただ保守党の強硬派から反対が起きます。関

税同盟は一時的なバックストップだというけ

れども永続化するかもしれないので信用でき

ないということで、保守党の強硬離脱派が反対

します。関税同盟になると、EUから離脱したに

もかかわらず、イギリスは独自の通商政策をと

れなくなるからです。 

DUPのほうは、どちらかというと北アイルラ

ンドの物品規制を嫌っています。北アイルラン

ドだけ EU 規制の下に残るため、DUP としては

イギリスに帰属したいプロテスタント派なの

で、それは受け入れらないということになりま

す。このように、それぞれ違った理由で反対し

たわけであります（スライド 54）。 

1月 15日の議会承認投票では、賛成 202票、

反対 432票で、歴史的な大敗を喫しますが、注

意点は反対票 432 票の中に保守党 118 票が入

っております。これは強硬離脱派ですが、労働

党が反対した理由とは異なるということです。

労働党はソフトな離脱をしたいので、反対した

わけです（スライド 55）。 

これはいかんと思って、メイ英首相はブリュ

ッセルに行って EU に泣きつき、関税同盟は一

時的だという保障をもらおうとします。そのと

きの保障に対応するのが、独立の仲裁パネルの

設定です。英 EU 将来関係協定では間に合わな

くて、北アイルランド議定書で一時的な関税同

盟になった場合に、独立の仲裁パネルを設けて、

イギリスに分があった場合には、一方的に関税

同盟を停止できる権利を認めたわけです（スラ

イド 56）。 

これで一件落着かと思いきや、3 月 12 日の

承認投票で、またしても賛成 242票対反対 391

票で承認が否決されます。保守党の強硬派 75

人がまだ反対しています（スライド 57）。 

そして最後、3 度目となる 3 月 29 日の承認

投票で、賛成 286票、反対 344票で保守党の最

強硬派議員 34 人がそのまま反対を続け、終わ

ってしまったということです（スライド 58）。 

確認ですけれども、反対派はそれぞれ、いろ

んな理由で反対したのですが、反対した相手先

が EU との既存の合意であったということで、

これが合意なき離脱派にとっては有利に働い

たということです（スライド 59）。 

ただ 3回目の投票のときに、ボリス・ジョン

ソン現首相、それから現外務大臣のドミニク・

ラーブ氏、それから下院院内総務のジェイコ

ブ・リース＝モグ氏も、3回目のときには賛成

しています。だから全く賛成できないわけでは

ない、と言えなくもない（スライド 60）。 

「バックストップ」凍結に道!? 

それでは選択肢の 4番目です。再交渉の可能

性ということですが、実は再交渉を求めるブレ

イディ修正というものがすでにあり、北アイル

ランドのバックストップにかわる「代替取り決

め」を求める修正案が決議として採択されてい

ます（スライド 62）。 

しかし 2 月 20 日のユンカー・メイ共同声明

の際に、EU 離脱協定の再交渉は不可であると

いう確認があり、やるとしたら、将来関係の政

治宣言のみであるとされたので、この点の EU

側の態度の変更がない限り、難しいと言えます

（スライド 63）。 

どうなるかわかりませんが、たとえば夏休み

中にジョンソン英首相が―自分は行かないと

思いますが―EU との間で新しい交渉官を派遣

して水面下で交渉を行うということは可能で

す。8月 24～26日の仏・ビアリッツでの G7首

脳会合では、仏独の首脳や EU の首脳とも会え

るわけですので、ここが注目点にはなると思い

ますが、どこまで表に出るかはわかりません。 



7 
 

可能性があるとしたら、政治宣言の修正とい

う形で、ジョンソン英首相が望む北アイルラン

ド議定書の事実上の修正を行い、バックストッ

プを発動させない仕組みを確保する、そういう

ことをやればいいと思っていたら――これは

私の考えだったんですけれども――メルケル

独首相も、「離脱協定のバックストップ取り決

めは、将来関係宣言――政治宣言――で代替解

決策がみつかる場合にはじめて『上書き』可能

である」という表現をして、そういうことがあ

り得ると示唆している点は興味深いと思いま

す（スライド 64）。 

ただこの点にジョンソン英首相が乗ってく

るかどうかはまた別問題であります。 

他方 10月 31日が離脱期限ですので、離脱協

定、および、修正したうえでの政治宣言につい

て議会承認を得、そのための国内立法を制定す

るというのは、時間的に非常にタイトなので、

普通ですと離脱期限の延長が必要になります。

ジョンソン英首相はやらないと言っています

ので、もしやらないとすれば、合意が成立して

も、そのまま「合意なき離脱」になるかもしれ

ないというリスクはあります（スライド 65）。 

最後に、政策目標からみた選択肢の最後にあ

る合意なき離脱ということですが、何度も報道

されていますとおり、ジョンソン英首相は 10

月 31 日に絶対、何が何でも離脱すると繰り返

しています（スライド 67）。 

彼の考え方の根拠の 1 つとなっているのが、

Malthouse Compromise という妥協案で、プラ

ン Aとプラン Bに分かれています。まずプラン

Aでは、EUとは関税同盟ではなく自由貿易協定

を交渉し、アイルランドの国境問題はハイテク

などを活用して国境を「見えない化」して解決

するというものです。 

プラン Aが行き詰まった場合、プラン Bが採

用されます。それは、合意なき離脱になった場

合でも、現状維持ができるように管理された状

態を確保するため、ミニ合意を結んで、できる

だけソフトに EU から抜けるという妥協案です

（スライド 68）。 

他方で合意なき離脱に備えたイギリスのメ

イ首相のときの対策をみてみますと、興味深い

ことがあります。北アイルランドについては、

一方的な暫定措置として、アイルランドから北

アイルランドに入る物品については、陸地国境

での物品の税関検査、規制チェックを導入しな

いとイギリスが宣言しています。 

アイルランド政府もそれに対応して、短期的

には北アイルランド国境でのチェックをしな

いと表明していますので、暫定的には合意なき

離脱の後も、北アイルランド国境ではハードな

国境はない。 

ただこれを続けると、WTO（世界貿易機関）

の最恵国待遇に反しますので、いずれはできな

くなる。ということは、結局、合意なき離脱は、

一時的な状態であって、結局イギリスは EU と

の長期的な何らかの貿易協定なりの解決策を

しないといけないということを示していると

いうことでもあります（スライド 69）。 

総選挙に期待も日程厳しく 

では合意なき離脱のための立法は要るのか

というと、要りません。また、国内的に対応す

るために、すでに 2018年 EU離脱法が制定され

ていますので、これも対応できています。 

イギリス議会は、それを阻止するために内閣

不信任決議案という武器を持っていますが、10

月 31 日の離脱期限を考えると、非常に日程が

タイトです（スライド 70）。 

その前に、下院の超党派の多数派は一貫して

合意なき離脱に反対しているということを確

認しておきます。まず、3 月 13 日に議会は、

321 対 278 で合意なき離脱を拒否しています

（スライド 72）。 

さらに、先ほどのモルトハウス妥協案も 374

対 164で否決されています（スライド 73）。 

それからジョンソン英首相が下院を閉会さ

せ、その間に合意なき離脱をするんじゃないか

といううわさが流れ、それを阻止するための

「北アイルランド法案」が可決されました。そ

のときも賛成 315、反対 274で、成立していま

すので、要するに合意なき離脱に反対する勢力

のほうが多いということです（スライド 74）。 
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ところが、今後の日程をみますと、いま夏休

みですので、9月 3日に議会が再開されたとし

て、そこで内閣不信任決議案を野党が出す。9

月 4日に投票して、成立したとして、それから

2週間間を置かないといけないので、早くても

9 月 18 日に議会解散ということになります。

議会のルールで、投票は、最短で 10月 25日だ

ろうと言われていますので、離脱の 1週間弱前

になります。 

ジョンソン英首相が法案などの残務整理だ

ということで、総選挙を延ばす可能性もありま

す。そのようにして意地悪をされると、総選挙

をやったとしても離脱期限の後かもしれない

ということで、ジョンソン英首相に有利な情勢

になりつつあります（スライド 75）。 

ジョンソン英首相は、合意なき離脱になった

ときに「管理された合意なき離脱」、ミニ合意

というものを想定していると思います。しかし

それでは、移行期間は存在しなくなりますし、

また、EUは当分の間、一方的措置で状況に対応

し、イギリスとの調整はしないと言っています。 

イギリスは合意なき離脱後に EU との間で

FTA（自由貿易協定）の交渉を行うよう望んで

いますが、すぐ始めても、交渉妥結までに大体

通常 4年以上かかります。 

かつ EU はイギリスに対して離脱協定と同じ

内容、つまり離脱清算金、EU市民権の保全、北

アイルランドのバックストップを必ず要求し

てくるでしょうから、非常に時間がかかると思

います（スライド 76）。 

ですから合意なき離脱に入ったとしても、ジ

ョンソン英首相が成功したとは言えない、とい

うのが政策目標からみた選択肢の結論です。 

手段からみた選択肢の場合ですが、現在の状

況は、メイ英首相のときと違って、合意なき離

脱支持派と、それ以外の 3つの支持派との対立

という状況の下で、総選挙をめぐるせめぎ合い

になっています（スライド 78）。 

総選挙のシナリオとして、どんな場合があり

得るのかなと思って、頭の中で、交渉中、合意

成立、合意なしの場合、議会の承認、不承認の

組み合わせの中で考えてみました。時間の関係

でご説明しませんが、いろいろなシナリオがあ

り得るということです（スライド 79）。 

新首相が描くシナリオとは 

ジョンソン政権内の発言から、どういうシナ

リオを想定しているのかをみたいと思います。

おさらいになりますけれども、日程的には 10

月 31日の離脱期限までに G7首脳会合、保守党

大会、EU 首脳会議という 3 つの山場がありま

す（スライド 81）。 

最近のジョンソン英首相の発言をみていき

ますと、こんな感じです。「バックストップは

3 度否決された」「現状の離脱協定は死んだ」

「離脱協定の再交渉を要求する、特にバックス

トップは廃棄すべきだ」。これは先ほどお話し

したプラン Aということですね。それが受け入

れられないとジョンソン英首相は EU 側首脳に

会わないとまで言っています。首席交渉官レベ

ルでやるということなのでしょう。そうすると

10月 31日に合意なき離脱になって、これが先

ほどのプラン Bということです。ジョンソン英

首相は、合意なき離脱直後に一時的に人気が上

がったときを狙って総選挙に入ることを考え

ているのかもしれません（スライド 82）。 

ただ、そのプラン Aとプラン Bのどちらにな

るかわかりませんが、どちらになっても、保守

党内に「25－25問題」というものがあると言わ

れています。すなわち、強硬な協定離脱派が約

25 人いる一方、どうしても合意なき離脱でな

いといけないという強硬離脱派も約 25 人いま

す。そのため、たとえ再交渉が行われて、新合

意が成立したとしても、議会承認で合意なき離

脱の強硬派が造反する可能性が高いというわ

けです。 

他方で、合意なき離脱になったときには、野

党から内閣不信任決議案が出て、保守党からも

協定離脱派の乱が起こるかもしれません。この

ように、どちらの方向に行っても、結局総選挙

に向かうという流れになるかもしれません（ス

ライド 83）。 

現時点では、ジョンソン政権の意図はまだ首

相になって 1 週間ぐらいなのでわかりません

が、離脱協定の再交渉を求めています。しかし、
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離脱協定自体の再交渉については多分 EU 側は

拒否すると思います。その一方で、EU側は政治

宣言の形をとった再交渉には乗ってくると思

います。また、合意なき離脱になったときに、

ジョンソン英首相はミニ合意を追求するでし

ょう。そして、まだ合意なき離脱の損害が大き

くないうちに解散総選挙で過半数を回復する

という、そういうシナリオを考えているのかな

と思います（スライド 84）。 

その根拠として、2015 年総選挙でキャメロ

ン政権が勝ったときにさかのぼりますが、EU

離脱の是非を問う国民投票を約束することに

よって、当時ファラージ氏が党首を務める

UKIP（イギリス独立党）を封じ込めたという体

験があって、ジョンソン英首相も多分選挙のこ

とを念頭に置いていると思います。強硬策によ

ってブレグジット党を封じ込めることにより、

保守党の支持基盤を戻そうということを考え

ているのかもしれません。 

その根拠をもう少しお話ししますと、2014

年の欧州議会選挙のときに、イギリス独立党が

24議席で最高でした（スライド 85）。 

ところが 2015 年の総選挙になると、欧州議

会選挙の比例代表制とは異なり、小選挙区制で

すので、得票率 12.6％ありましたが、1議席に

とどまりました（スライド 86）。 

ジョンソン英首相はこの再現を狙っている

のかと思われます。ブレグジット党は今回の欧

州議会選挙で 29 議席取りましたが、一番直近

の政党支持率の世論調査をみますと、保守党が

31％、ブレグジット党は 13％で、ブレグジット

党の支持層を取り戻していると言えるのでは

ないかと思います。 

ということで、EU強硬策をとりつづけて、ブ

レグジットに流れた支持層を奪還するという

ことが、ジョンソン英首相の戦略ではないかと

見受けられます（スライド 87）。 

その結果どうなるのかというと、EU との関

係では、ジョンソン英首相の方針は管理された

合意なき離脱になる可能性が高くて、下院が阻

止できるかどうかわかりません。 

ジョンソン英首相は、EU との関係では短期

的にはミニ合意を模索しながら、中長期的には

自由貿易協定を結ぶという作戦です。しかしこ

の場合には移行期間はありませんし、EU は離

脱協定と同じ中身を要求してくるのは確実で

す。他方で問題は、EUとの経済関係だけではな

くて、EU が結んだ貿易協定をイギリスに切り

替えないと、その特典もなくなります。13件終

了しているのですけれども、23件未了です。相

手国次第であり、日本、トルコ、カナダは拒否

しています。 

それから、新たな FTA（自由貿易協定）を交

渉するということをドミニク・ラーブ英外相は

アメリカ、南米、アジアとやると言っています

が、数年、10年近くかかる場合もあるので、短

期的には、どう考えても経済的には混乱するだ

ろうと言わざるを得ません（スライド 88）。 

北アイルランドのバックストップはどうな

るのかということに関しては、EU 懐疑派のシ

ンクタンクが詳しい報告書を出しています。そ

れによれば、既存のハイテクと行政簡素化で 3

年以内に機能させることになっています。高度

な経済特区であるとか、多層的な認定輸出入業

者制度であるとか、国境から離れた衛生植物検

疫措置など、いろんなことをやって何とか対応

すると言っています（スライド 89）。 

それでも 3 年の期間が必要だということな

ので、その間どうするのかという疑問が起こり

ます。イメージとしては、こういう形でバック

ストップに代わる取り決めを考えているのか

もしれない、ということです（スライド 90）。 

想定される４つのシナリオ 

では結局ブレグジットはどうなるのか、をま

とめました。 

シナリオの 1 番目ですが、EU とソフト離脱

派にとって「花丸」なのが、再交渉をし、政治

宣言の修正でバックストップを凍結するとい

う形で、ジョンソン英首相の要求をのむ。議会

承認を急いでもらい、10月 31日の合意離脱に

間に合わせる、これが EU にとってもイギリス

にとっても経済的に最善のシナリオです（スラ

イド 92）。 

EU とイギリスの残留派にとってうれしいの
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が 2番目のシナリオで、議会承認まではさっき

と同じですが、議会承認をとるときに、新しい

合意で離脱するのか、EU残留にするのか、再国

民投票をやれという条件がつきます。それをの

んだ場合には、国民投票をして EU 残留になる

という可能性がわずかながら残されています

（スライド 93）。 

3 つ目のシナリオは最も混迷するケースで

す。再交渉をし、政治宣言の修正という形でバ

ックストップを凍結させるところまではいく

のですが、議会の承認が得られない。そのとき

に何とか離脱期限の延長には合意して、解散総

選挙となりますが、その結果がハングパーラメ

ントになって、どうなるかわからないというの

が最悪のケースとなります（スライド 94）。 

ジョンソン英首相の真意は、「爆弾マーク」

をつけているシナリオです。再交渉はすると言

うものの、EU側がのめない要求を突きつける。

交渉が決裂すれば、その責任を EU 側になすり

つける。そのようにして 10月 31日に合意なき

離脱になる。イギリス国民も調子に乗っている

間に早く解散総選挙をやって、過半数を獲得し

て、それから対応を考えようということなのか

もしれないません。以上の 4つをシナリオとし

て考えました（スライド 95）。 

欧大陸「第三の専制化」の波 

ヨーロッパ大陸の政治情勢はどうなってい

るかを簡単にお話ししますと、「専制化 

autocratization」という波が起きているとい

うことです。 

これはアメリカの政治学者ハンティントン

が、民主化の波が 3回生じたと指摘したことに

対応し、最近の研究で、いま 3回目の揺り戻し

としての専制化が起きているということが指

摘されています（スライド 98）。 

その研究論文に掲げるグラフでは、ちょうど

この部分です。そこが冷戦終結後の揺り戻しと

しての専制化ということになります（スライド

99）。 

この「専制化」というのは「代議制民主主義

の中核的な制度要件が実質的に事実上衰退す

ること」と最近の研究は定義しています。それ

までの民主化の揺り戻しの特徴は、軍事クーデ

ター、外国からの侵略、「アウトゴルペ」でし

た。アウトゴルペとは、合法的な手段で政権を

獲得するのですが、その後に選挙や議会を廃止

して独裁化することを意味します。たとえば、

ヒトラーがそうでした。けれども、今の第三の

専制化の波の特徴は、時間をかけて次第に民主

主義を形骸化させる。つまり選挙で勝利して政

権についた後、議会などの主要な民主的制度を

廃止しないまま、民主主義的な規範を数年かけ

て徐々に損なう、そういう手法をとることに特

徴があると指摘されています（スライド 100）。 

EU をみると、ハンガリーやポーランドで起

きていることがまさにそれでして、「反リベラ

ル・デモクラシー」という名前で、ハンガリー

のオルバン政権やポーランドの「法と正義」と

いう与党の政権が、憲法改正や法律改正をし、

たとえば憲法裁判所に自分たちの支持派を送

り込むとか、そういうことをやっています。 

ハンガリーのオルバン首相は 2014 年に、ロ

シアや中国をモデルに「反リベラル国家」を建

設するとさえ表明しておりまして、こういう国

が EU 加盟国なのかと思ってびっくりしてしま

います（スライド 101）。 

この反リベラル・ポピュリズムは、選挙で多

数派を得た後に、リベラル・デモクラシーのう

ちのリベラルの部分を潰そうとします。つまり

権力分立、司法権の独立、少数派の保護、メデ

ィアの中立性――いわゆる法の支配――とい

うものを毛嫌いしていますので、それを、民意

の実現を妨げるという名目で消そうとします。 

実際には、憲法や法律を改正して法の支配を

無力化する一方で、政権延命のためにバラマキ

政策で国民の支持をつなぎとめて、徐々に専制

化を達成しようとしていくという方法です（ス

ライド 102）。そのバラマキ政策の財源には、多

分 EUの補助金も入っていると思います。 

他方で EUの場合には、コミッションや EU司

法裁判所など、選挙によらない独立の非多数派

機関を中心に運営して、EU 全体の利益のため

に加盟国の主権を制限する形で欧州統合を進

めていますので、ポピュリズムにとっては大き
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な敵です。ですから、EU とぶつかり続ける状況

が起きています（スライド 103）。 

図式化すると、リベラル・デモクラシーでは、

リベラルとデモクラシーの適切なバランスが

必要とされます。だから法の支配を尊重しない

といけないわけです。EU もそのように考えて

います。 

でもポピュリズムは、そんなものは要らない、

多数派の民意だけでやればいいんだと主張し

ます。ただその民意がどんな民意かわかりませ

んけれども、法の支配を無力化して、権威主義

体制化し、バラマキ政策を行い、政権の延命化

を図るという形で専制化を進めているという

状況です（スライド 104）。 

奪 EU画策も「対ロ」で挫折 

2019 年 5 月の欧州議会では、欧州議会選挙

でポピュリスト政党が大同団結して EU をのっ

とろうとした最初の試みが起きました。中心は

イタリアのサルヴィーニ内務大臣ですが、「諸

祖国より成る欧州」という基本理念のもとに、

EUから「主権」を奪還して移民を制限し、国家

のアイデンティティーを守るんだということ

で、冒頭に述べました「逆欧州連邦型アプロー

チ」、そして経済的には「アラカルト欧州」を

主張したわけであります（スライド 107）。 

これは先ほどの図のとおりで、欧州統合を小

さくして、権限を国家に奪還するというもので

す（スライド 108）。 

アラカルト欧州というのは、EU で協力する

のは単一市場のみという形であります（スライ

ド 109）。司法内務協力、経済通貨同盟などの他

の分野は、それを選好する加盟国だけで行うこ

とになります。 

ただ今回は、ポピュリスト政党による EU の

っとり作戦は挫折します。この図にありますよ

うに、プロヨーロピアンの政党は、それぞれ主

義主張は違いますが EU 支持ということでは共

通であり、合計すると 518議席を獲得していま

すので、最後はこれらの政党が団結すれば勝て

ることになります（スライド 111）。 

他方、ポピュリスト政党は 751議席中 191議

席にとどまり、かつ大同団結したのは、「アイ

デンティティと民主主義」というサルヴィーニ

内務大臣が中心になった会派で、73 議席にと

どまって、ほかのポピュリスト政党は参加しま

せんでした（スライド 112）。 

なぜ大同団結できなかったか。いろんな理由

がありますが、そもそもポピュリスト政党は自

国のアイデンティティーで動くので、大同団結

すること自体おかしいわけです。また、一番の

原因は対ロシア関係にあると思われます。フラ

ンスの国民連合やイタリアの同盟とか、オース

トリアの自由党は親ロシアの立場であり、多分

ロシアからお金をもらっていると思いますけ

れども、北欧諸国やポーランドは安全保障上の

敵はロシアですので、そこで仲良くできないわ

けです（スライド 114）。 

EU のっとり作戦の挫折は、人事にあらわれ

ていまして、欧州議会議長は社民党系から、副

議長 14 人はポピュリスト政党からはゼロ、そ

れから 20 の委員会と 2 つの小委員会がありま

すが、実質ポピュリスト政党からはゼロという

ことで、全て締め出されました（スライド 115）。 

ただ次期コミッション委員長の指名のとき

に、コミッションの第一副委員長であるフラン

ス・ティーマーマンス氏の名前が欧州理事会で

挙がった際、ハンガリーとポーランドの首脳は

猛反対しました。両国を法の支配原則で違反し

ていると厳しく追及したのがティーマーマン

ス副委員長だったので、潰されました。 

逆にフォン・デア・ライエン女史が候補とし

て選出されたときには、ハンガリー、ポーラン

ドの首脳も容認し、その後 383対 327で欧州議

会でも承認されたわけですが、このときに、一

部ポピュリスト政党も賛成に回っているので、

この辺にちょっと心配な面が今後出てくるか

もしれません（スライド 116）。 

次の焦点は、コミッション委員のリストはど

うなるかということです。いま各加盟国が委員

候補を推薦しているところです。閣僚理事会と

の合意でリストが決まったら、9 月 30 日から

1週間程度で欧州議会のヒアリングがあり、10

月下旬にコミッション全体としての欧州議会
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の承認手続きがあります。ポピュリスト政党が

単独政権や連立政権を形成している加盟国の

場合、ポピュリスト政党に属する政治家がコミ

ッション委員に推薦されて、実際にコミッショ

ン委員になったらどうなるのか、それもそのよ

うなメンバーの数が多くなったらどうなるの

かが危惧されます。コミッションの政治的な独

立性が危険にさらされるからです（スライド

117）。 

つまり今回、欧州ポピュリスト政党は欧州議

会ルートでは EU をのっとることに失敗しまし

たけれども、ポピュリスト政党が政権参加して

いる国は、28カ国中現在 7カ国ありますので、

その政権から政府間ルートで閣僚理事会や欧

州理事会（EU 首脳会議）にポピュリストの大

臣、ポピュリストの首相や大統領が行って、政

策決定でコンセンサスを妨害するということ

がすでに起きています。今後、ポピュリスト政

権の加盟国が増えてくると、EU ののっとりが

一部出てくるということがあるかもしれませ

ん（スライド 118）。 

EU 統合の展望ですが、2017 年に欧州将来白

書が出されました（スライド 120）。 

統合レベルの高い、低い、それからアウトプ

ット、結果による正当性なのか、インプット、

民意による正当性なのかという座標軸で区切

ったときに、2速度式欧州、つまり一部の加盟

国で先行する方式と、欧州ポピュリストが好む

アラカルト欧州という、今後この 2つが多分二

大勢力になるのではないか、そういう傾向がみ

られます（スライド 121）。 

つまり、2速度式欧州は独仏を中心に実際に

採用されたことがあり、今後その傾向が一層高

まるのではないかと予想されますが、ポピュリ

スト政権の加盟国はアラカルト欧州を目標と

して選好すると思われます（スライド 122）。 

新たな統合へ導く機運とは 

今後求められるのは、EU が新たな統合の機

運を生じさせるために、新たなグランドバーゲ

ンが必要なのではないか、ということです。ロ

ーマ条約のときには、フランスが共通農業政策

を求め、ドイツが関税同盟と共同市場を求めま

した。 

マーストリヒト条約のときには、ドイツ再統

一と引き換えにフランスが望む形の経済通貨

同盟が成立しました。 

今後の独仏を中心とするグランドバーゲン

としては、アメリカとの折り合いが悪い中、防

衛安全保障を EU で強化することと、いまあま

りうまくいっていない財政同盟・銀行同盟を前

進させるという形の取引で独仏が折り合えな

いか。そのときには、2速度式欧州というもの

を活用して、EUの中でできなかったら EUの外

でやる、そういうことが可能なのかなという

「妄想」を抱いています（スライド 125）。 

ということで、お話を終えたいと思いますが、

最後に、日 EU 経済連携協定ができまして、ぜ

ひ政府間だけではなくて、人的交流を促進して

もらいたいという願いがあります。 

対話フォーラムを民間で立ち上げて、一方で

日米には「安倍(晋太郎)フェローシップ」とい

うものがあるので、日 EU バージョンもできな

いのか、そういうことも「妄想」しております。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

◆ 質 疑 応 答 ◆  

 

司会 ありがとうございました。 

脱・奪と、「抜ける」と「奪う」という中で

EU が大変だということがよくわかりました。

申し遅れましたが、当クラブの企画委員で読売

の鶴原といいます。私から 1 問質問いたしま

す。 

シナリオが 4つあるということで、どれが一

番可能性が高いのか、という性急な質問です。

ボリス・ジョンソンという人は、髪の形、色と

か体型がトランプだとか、そういうことは置い

ておいて、彼の最大の目標は、政権維持だとい

う見方もあります。自分が政権を維持するため

に最良なものがおそらくシナリオになってく

るのだろうと思いますが、世界の中心は彼しか

いないという発想ですけれども、その場合、総

選挙、合意なき離脱で「マネージド」（managed）
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というのがよくわかりませんけれども、総選挙

をした場合に、もちろん彼が選挙を読む力は強

いのでしょうけれども、最初の EU のバロメー

タでも、一番右端のイギリスは、この時点で 45

は残留ですよね（スライド 14）。 

離脱が 37 で、すでに逆転していて、基本的

には離脱のゴリゴリのところを支持基盤にす

る形で出たとしても、総選挙で勝てるのかしら

という気もするのですが、その辺はどうなので

しょう。 

庄司 多分早期にやると思います。合意なき

離脱をやって、もとに戻れないようにして、ブ

レグジットを達成したと自慢し、これからはイ

ギリスは自由だ、アメリカと一緒にやるんだと

か、いろいろ嘘八百じゃないですけれども、あ

ること、ないこと言って、とにかく選挙には勝

とうというところまでは考えているのだと思

います。その先は多分考えていないと思います。 

司会 もう一つ質問します。ごめんなさい。

「うそつき」ってボリス・ジョンソンみたいで

すが。彼が、EU にとどまると財政規律もあっ

て、いままでは緊縮できましたけれども、もう

大盤振る舞いでいくぞという宣言をしていて、

その一つが、警官を 2万人動員すると。これま

たひねくれた見方をすると、離脱して、政権が

維持できたとしても、北アイルランド、アイル

ランドで、この辺がきな臭くなって、スコット

ランドも離脱に向けて動くだろうし、何だかん

だで不満が高まって、国内で暴動も起きるやも

しれない。そのために 2 万人をすでに確保して

いるんじゃないの、という見方ができないこと

もないですけれども、その辺はどうでしょうか。 

庄司 イギリスの場合、ユーロ圏に入ってい

ないので、彼らがやった緊縮策というのは、キ

ャメロン政権のときの政策です。自分たちで保

守党の政策としてやったものであり、EU とは

関係ないので、その点は EU のせいにするとい

う方法もあるかもしれませんが、あまり問題は

ないかと思います。 

ただいろんな予算の手当てを、バラマキとみ

えるようなこともやり、警官とか、国境警備隊

とかも用意しているというのは、合意なき離脱

をやるぞというサインをみせているというの

は確かだと思います。 

司会 わかりました。それでは、会場から真

摯な質問をお願いします。 

新欧州委委員長の手腕は 

質問 2つあります。1つは、フォン・デア・

ライエンが欧州委員会の委員長になりました

が、彼女は、ロシアに対しては非常に厳しいけ

れども、東欧諸国に対しては比較的融和的な、

もともとそういう考え方の人だったようで、そ

れが今回の支持、多分選挙のときにハンガリー

とかポーランドの票を得ただろうと。それが背

景にあるようでして、実際に決まった後も、結

構制裁などは最後の最後の手段にすべきだと

か、そんな発言もしているようです。ですから、

逆に言うと、いままで EU 内の東と西の対立、

特には難民危機が一番大きかったですけれど

も、それがある程度まとまる方向にいくような

ことも考えられるのかなと。もうちょっと EU

内の統合、結束が強まっていくようなことが、

フォン・デア・ライエンのリーダーシップのも

と考えられるのかどうか。あるいは、欧州委員

長にそんなに力はないのかということも考え

るのですが、その辺はどうなのでしょうか。 

もう一つは、先生が最後に指摘されたグラン

ドバーゲンで、安全保障と、財政同盟ですか、

どこについて、どういうバーゲンがあり得るの

か、もう少し説明していただけるとありがたい

です。 

庄司 ありがとうございます。 

最初の質問で聞かれていることは、EU の東

西対立は緩和されるのか、あるいはフォン・デ

ア・ライエンはどういう政策をやるのかという

ことだと思うのですが、コミッションは、EU全

体の利益を考えて行動するということが前提

なので、それはそれでフォン・デア・ライエン

の方向性は正しいと思います。ただ、EUがよっ

て立つ原則、法の支配とか、人権、民主主義と

いうものの価値観を踏みにじられ続けますと、

コミッションの正当性もおかしくなりますの

で、いまはニコニコしていますけれども、その

うち怖い顔になるのではないかなと思います。 
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EU 司法裁判所がポーランドを法の支配原則

違反とする判決も最近出ましたので、あまり甘

い顔はできないということです。 

難民問題などで折り合いがつくかどうかで

すが、西ヨーロッパを中心とした有志連合で、

イタリアの港に停泊している船の難民を引き

受けるとか、そういうことを 2速度式欧州の形

でやり始めています。そういう形での一時的な

解決策ですが、何とか折り合いをつけようとし

ているのかもしれません。 

それからグランドバーゲンは、本当に「妄想」

なんですが、要するにドイツが持っていない海

外への兵力展開であるとか、あるいは核兵器で

あるとか、国連安保理での常任理事国の地位で

あるとか、そういうパワーと、一方でドイツの

経済力、お金というものをバーターでできない

か、つまり昔の共通農業政策と関税同盟、共同

市場の交換のような、そういうことはできない

のかという「妄想」です。すみません、確たる

根拠はございません。 

司会 ほかに質問ありますか。 

質問 YouGov の最新の世論調査をご披露い

ただいたスライドの 87で保守党が 31％、ブレ

グジット党が 13％ということでしたが（、ブレ

グジット党の勢いをどのようにごらんになっ

ているのかを教えていただけないでしょうか。 

おそらくブレグジットを達成してから総選

挙ということになると、ある種、ナイジェル・

ファラージのブレグジット党は one-issue 

partyなので、そこで勢いがおさまるのか、そ

れともポピュリスト党とファラージが何かま

た別の争点を持ち出してきて、13％の勢いが伸

びていく可能性があるのか、そこら辺のお考え

を伺えればと思います。 

庄司 キャメロン政権のときの経験でいい

ますと、キャメロン政権が EU に対して強硬に

なると、保守党の支持率が伸びて、当時の UKIP

の支持率が下がる、そういう結果が出ています。 

今回も、ジョンソン英首相が対 EU 強硬的な

発言を繰り返すことによって、ブレグジット党

の支持率が相対的に下がっていますので、要す

るに、保守党の右派の基盤と、ブレグジット党

の基盤が重なっていますので、そこが彼らの闘

いであるわけで、次期総選挙がもしあるとした

ら、ブレグジット党はどんなに頑張っても 5議

席いかないと思います。――なんて言ってしま

っていいのかな。前は 1 議席だけだったので、

どんなに頑張っても 5 議席いかないのではな

いかと思います。自由民主党も頑張っています

し。 

質問 この会見の案内で、たしか先生は、ブ

レグジットが仮に実現しても、そのうち、イギ

リスは再加盟するのではないかという考えを

抱いておられるということが書いてありまし

たが、その根拠と、もしそういうシナリオを考

えるのであれば、スパンとか、例えばどういう

条件でまた再加盟するのか、そのあたりを教え

てください。 

庄司 かなり長期間の隔たりが必要だと思

います。つまり、国民投票の前後から現在まで

は、主権奪還、Take back control という彼ら

にとっての政治的な合理性だけで突き進んで

きて、そのエネルギーがまだおさまっていない

状況です。これをとどめるにはかなり時間が必

要で、経済的なショックも受けると思うんです

が、何でイギリスは EU に加盟したのかという

ことを彼らが考え始める期間が必要で、それは

経済的利益が欲しかったからだよね、というの

を思い出す時間が多分必要なのだと思います。 

ですから 10 年ぐらいはかかるんじゃないか

と思っていますが、その場合には、イギリスの

特別な地位、オプトアウトは全て御破算で、最

初から新入生として頑張ってください、という

形になると思います。 

質問 このジョンソンがどういうふうに国

益を考えているかというのがよくわからない

んです。私は 1961年から 63年、BBCで放送し

ていたんです。そのころ、イギリスは EC（ヨー

ロッパ共同体）に入れなかった。 

実はイギリスのインタレストというのは 3

本の石の上にある。1 つはヨーロッパで、1 つ

はコモングレースで、1つはアメリカだと。そ

の EU のほうにアクセスできなくなったために、

フォルクスワーゲンはオースチンより 40％安
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いということになってしまって、イギリスの輸

出はものすごく減ってしまったんです。 

だから何とかして入ろうとして、それに入り

まして、しかも 1992年になって、今度は EU通

貨の統合の問題が起こって、そのときもイギリ

スはそのシティを守って入れた。ものすごくい

い形で入ったわけですが、それを今回ああいう

ふうにしてしまうのは、つまり、ジョンソンと

いうのはイギリスの国益をどう考えているの

か。 

それによって、今度はイギリス自体のスコッ

トランドの独立とか、いろんなことが起きてし

まい、大変おかしな状況になるのではないかと

思うのですが、先生はジョンソンが考えるイギ

リスの国益は何であると考えますか。 

庄司  私は EU研究者で、ブリュッセルから

イギリスを眺めていますので、ロンドンからの

視点はないのですが、ブリュッセル的にみると、

ジョンソンさんは、多分権力志向で自分のこと

しか考えていないのではないかという気がし

ます。 

でも、それだと政治家としては弱みが出てく

るので、「俺が考えることがイギリスにとって

いいんだ」ということで多分納得させていると

思うんです。自分の野心を実現することがみん

なにとっていいことだ、そういう考え方なのか

なと思っています。 

統合の維持 「単一市場」が鍵 

司会 ありがとうございました。司会から 1

問質問です。 

専制化の 3 つの波の話でみますと、つまり、

欧州が統合したというのは、2番目の波に乗っ

たからですね、みたいな感じだったか、忘れま

したが――あ、3つ目か――それが逆流になっ

ていると、つまり統合の前提自体がなし崩し的

になる時代がすでに始まっていて、それがいわ

ゆる反リベラル、イリベラル（illiberal）な

勢力なんでしょうけれども、そうなってくると、

何で EU としてまとまれるのかという価値観の

問題で、先ほどの説明では、2つの速度があっ

て、コアは価値観を守って統合を進めていきま

しょう、周辺はアラカルトでいいですね、みた

いな、2つのグループが入ると、より現実味が

増してきているのか。 

そうなってくると、先ほどのイギリスが戻っ

てくることがあり得るとすると、アラカルトに

なったんだから、戻りやすいということにもな

るんでしょうか、という感じがするんですが、

どうでしょうか。 

庄司 EUが 27カ国でずっと同じように統合

を進めていくというのは、もうできなくなるの

は確実で、そのための条約改正の話も、現在で

はほぼ不可能な状況になっています。 

ということは、2速度式欧州で、先に現行の

条約でできそうな場合にはそれでやる、できな

かったら、EU の枠組みの外で協力するという

形で、ついてきたかったらついておいで、とい

うことになって、独仏プラスベネルクス諸国や

スペインが先行するという動きが出てくると

思います。他方で、ポピュリスト政党の政権の

加盟国が増えても何とか EU としてまとまって

いるのはなぜかというと、単一市場の経済的な

利益が大きいからで、言い換えると、EUから補

助金をいっぱいもらっているからなんですけ

れども、そういう利益がある限りは、決定的に

は対立をしないだろうと思われます。最近の

EUが頑張っているのは、競争政策であるとか、

デジタル単一市場であるとか、全部単一市場絡

みなんですね。 

だから、当面は全体としてはそっちで頑張ら

ざるを得なくて、そういう中で、多分メルケル

独首相後になると思いますけれども、メルケル

首相後のドイツと、現在のマクロン大統領がフ

ランスの次の大統領選挙の前に何ができるか

というところが大きいのかなと思います。 

司会 わかりました。もう一つ、イギリスの

ことを考えると、いまアメリカとの「特別な関

係」というイギリス人が大好きな言葉がありま

すが、トランプが「特別な関係」なんて言って

いるけれども、先ほどの方の、イギリスを支え

る 3 つの外交柱からいくと、つまり、EU を抜

けると、対米傾斜が進行するのかどうかという

ことをお伺いしたいです。 

庄司 多分合意なき離脱をするときに、「ア
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メリカと自由貿易協定を結ぶから大丈夫」とい

う言い方をして、イギリス国民をだますと思い

ます。ただ、そうなったときの、自由貿易協定

の中身は、圧倒的にイギリスに不利な中身をの

まされるに決まっていますので、気づいたとき

には手遅れという形になります。そういう意味

でも、ジョンソン英首相は、もう合意なき離脱

をしたら、早く総選挙をやるというのが権力基

盤を確立するのに最適だろうということだと

思います。 

離脱の成否は関係協定次第 

質問 ブリュッセルからみると、どうなんで

しょうか。EUなきイギリスというのは、相当い

ろんな混乱が起きるだろうと。多分このままで

いけば離脱は避けられないだろうという流れ

の中で、イギリスなき EUというのは、プラス・

マイナスはどうなのでしょうか。 

それと、EUという、独仏が中心になって統合

を進めてきた一つの組織体にとって、今度の英

離脱というのはどのぐらいウエートの高いア

クシデントなのか、それが今後の EU の将来発

展にとってどういう意味を持つのか、というと

ころを教えていただきたいと思います。 

庄司 イギリスなき EU がどういうものにな

るのかということについては、ブレグジット後

に EU とイギリスが将来どういう関係協定を結

ぶかで変わってくると思います。 

つまりイギリスが納得する形で EU とたくさ

ん協力しようねという気運が高まって、そうい

う関係が成立すると、ブレグジットのコストは

最小限に抑えられるかもしれない。 

ただ EU がつくるルールは、規制撤廃派のイ

ギリスがいなくなりますので、これからつくら

れるブレグジット後の EU のルールは、重い規

制になるかもしれないということも一つとし

てみえてくるかもしれません。 

 ブレグジットが EU にとってどれくらい重大

事かということについては、もう 2016 年から

3年たっていますので、もう織り込み済みにな

っていて、あとは当面何が起こるのということ

で、どちらかというと、EUレベルでは対応はで

きているのだと思います。 

ただイギリスと個々の EU 加盟国との、例え

ば貿易関係をみていくと、利害が大きい国と小

さい国が出てきますので、このショックの差は、

EU 側がそれで折り合えるのかどうかという EU

の内部の問題というのは、また別途 EU の一体

性というか、団結という面では出てきます。そ

れは EU とイギリスの将来関係協定、特に貿易

協定のときに、EU が団結できるのかどうかと

いうことにもなります。 

例えばドイツはイギリスにこれまでと同じ

ように自動車を輸出できるのか、フランスの漁

民は、これまでと同じようにドーバー海峡の間

で自由に操業できるのかとか、いろいろな利害

関係があって、それをうまく EU がまとめるこ

とができるのかどうかということ次第なのか

なと思います。 

 質問 万が一総選挙で労働党が勝ったりし

た場合は、どういうふうになるんでしょうか。 

庄司 コービン党首という前提でいきます

と、再国民投票はしないと思います。EUとの間

で政治宣言の再交渉をやって、離脱期限前、間

に合えばということですが、従来の案である関

税同盟を EU と締結し、単一市場には入らない

けれども、ルールはすり合わせるという形で、

最大限経済的な利益を確保し労働者を保護す

るんだという形で EU との関係を続けるのかな

と思います。 

質問 そうすると万が一残留になるとした

ら、セカンドレファレンダムを経てということ

しかあり得ないということでしょうか。 

庄司 ルールとして、国民投票で決まったも

のを覆すためには、国民投票でやるということ

なので、国民投票しかないと思います。ただ、

キャメロンがやった国民投票は、諮問的な国民

投票だったので、それを後から議会が承認をし

て、ではブレグジットにしましょうということ

になりました。 

だから、屁理屈を言うと、2016年の国民投票

の承認を新しい議会が「取り消します」と言え

ば、法的にはイギリス憲法的には通るという考

え方もあるかもしれませんが、そうすると政権

が多分もたないのだと思います。だからもう一
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回国民投票をしろということになると思いま

す。 

英と欧 異なるデモクラシー 

司会 わかりました。そろそろお時間が近づ

きましたが、あえてもう一問いいですか。 

これまたまぜ返しになりますが、先ほどのイ

ギリスなき EU は織り込み済みであるという回

答に沿って、本当にそうですかという質問なん

ですが、言ってみれば、リベラル・デモクラシ

ーなるものが大事ですよということを体現し

ているのが EU ですよという前提に立つと、こ

れまた歴史的なリベラル・デモクラシーのご先

祖様的なイギリスが抜けてしまうというのは、

やっぱり EU 的にはまずいというか、そういっ

た価値基準の上でというか、そういう面での打

撃はやはり大きいのではないでしょうか、とい

う質問ですが。 

庄司 ごもっともな質問だと思うんですけ

れども、ヨーロッパ大陸のデモクラシーと、イ

ギリスのデモクラシーでは大分違っていて、イ

ギリスのデモクラシーは、小選挙区制で戦って、

勝った政党が全部とるという形ですけれども、

ヨーロッパ大陸の場合は、大体は比例代表制の

選挙を組み込みながら、少数与党の場合も結構

多くて、連立政権でやっていまして、圧倒的に

勝つ政党がない中で利益を分け合う、そういう

リベラル・デモクラシーで各国が運営されてい

ますので、大分考え方が違うんじゃないかなと

思います。イギリスは EU 離脱しても、ドーバ

ー海峡の向こうにいますから、それはそれで交

流もあるでしょうし、デモクラシー的には問題

ないのかなと思っています。 

司会 わかりました。 

ご揮毫で「世界にトランスナショナル・ガバ

ナンスを」ということをお書きになっています

ので、一言これについて説明していただけます

か。 

庄司 トランスナショナルは「国境横断的な」

ということですけれども、グローバルガバナン

スというと、ちょっと途方もないイメージがす

るのですが、それぞれの国が国境をまたいで起

きる問題に対して、単一の政府では解決できな

い問題を解決できるような仕組みが普遍化す

るような、これも「妄想」ですけれども、そう

いう世の中になると、もう少し世の中はましに

なるのかな、そういうことを考えました。その

うち本にしたいと思っています。 

司会 では皆さん、本を買いましょう。それ

では、きょうはこれで終わります。大変ありが

とうございました。クラブから恒例のネクタイ

を差し上げます。 

庄司 ありがとうございました。 

文責・編集部 
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1．はじめに

「脱EU」と「奪EU」
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欧州統合の三角形モデルと脱EU／奪EU

• アメリカの経済学者ダニ･ロドリク教授の「世界経済ト
リレンマ仮説」をEUに応用した

• 「欧州統合の三角形モデル」によれば（拙著『欧州の
危機』東洋経済新報社、2017年）、

• 欧州（経済）統合、国家主権、民主主義の3つをすべ
て同時に達成することはできず、どれか1つを放棄せ
ざるを得ない。
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欧州統合

民主主義国家主権

市場主導型
アプローチ

欧州連邦型
アプローチ

一国･民主主義型アプローチ

欧州統合の三角形モデル

出典：庄司克宏著『欧州の危機』東洋経済新報社、2017年、77頁
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 欧州統合

民主主義国家主権

欧州連邦型
アプローチ

欧州統合と民主主義を選択するならば、EUレベルの民意を追求
して欧州統合を進めることになり、国家主権から遠ざかる。

欧州統合＋民主主義



市場主導型
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©庄司克宏
無断使用・転載等禁止 7

 欧州統合

民主主義国家主権

欧州統合と国家主権を選択するならば、各国は国家主権を欧州
統合に適合するように行使することになり、そこでは市場が求め
る方向に国家の政策が誘導される結果、国内の民意を反映する
民主主義から遠ざかる。

欧州統合＋国家主権



一国・民主主義型
アプローチ
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家主権が行使されることになりに戻り、欧州統合を放棄することに
なる。
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UK ＝ 一国・民主主義型アプローチへの回帰
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2016年6月23日 イギリスのEU離脱を問う国民投票
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欧州統合

民主主義国家主権

イギリスの脱EU

一国･民主主義型アプローチ
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脱EU後の英EU関係
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欧州ポピュリズム ＝ 逆・欧州連邦型アプローチ
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自国のEU加盟の是非を問う国民投票が明日行われるとすれば、
どちらに投票しますか？ （Eurobarometer 2019年2月19日～3月4日実施）

赤：EU離脱 青：EU残留 グレー：わからない
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欧州統合

民主主義国家主権

逆･欧州連邦型アプローチ

欧州ポピュリズムの奪EU

出典：庄司克宏著『欧州の危機』東洋経済新報社、2017年、77頁
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奪EU後の欧州統合
＝アラカルト欧州
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欧州ポピュリズムと脱EU／奪EU
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2．ブレグジットの行方
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UK新首相にとっての与件

©庄司克宏 無断使用・転載等禁止 19



UK新首相にとっての与件

• ① 少数与党と閣外協力
• ② ブレグジットをめぐる下院の4つの勢力
• ③ 英EU既存合意の存在
• ④ 10月31日離脱期限とEU指導部の交代
時期
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UK新首相にとっての与件 ①
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① 少数与党と閣外協力
（定数650議席：議長副議長等12人を除くと 最低過半数320）

2019年7月現在 保守党311＋DUP10＝321
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①bis      8月1日 英下院補欠選挙 Brecon & Radnorshire
各党支持率 Number Cruncher Politics 世論調査 7月10～18日
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保守党が議席を失う確
率が高い
保守党310＋DUP10＝
320 → 最低過半数

立候補者の
所属政党

支持率 先回選挙との比
較

自由民主党 43％ ＋14％

保守党 28％ －21％

ブレグジット党 20％ ＋20％

労働党 8％ －10％



UK新首相にとっての与件 ②
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② ブレグジットをめぐる

下院の4つの勢力

（党派横断的に存在）
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Peter Kellner, “Brexit: The Essential (and Depressing) Dynamics of Theresa May’s Parliament”, Carnegie 
Europe, March 15, 2019, 
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②bis  各勢力は異なる理由で党派横断的に
英EU合意に反対した
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合意な
き離脱

EU残留
ソフトな
離脱

英EU合
意支持



UK新首相にとっての与件 ③
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③ 英EU既存合意の存在→とくに離脱協定合意は国際法上拘束力
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英EU将
来関係
宣言

離脱
協定

英EU

合意

北アイル

議定書

Backstop
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離脱
協定

共通規定

機関規定

最終規定

市民の

権利

分離規定

北アイル
ランド

議定書

移行措置

財政規定

③bis
離脱協定

＝イギリスのEU
からの秩序ある
離脱を確保する

＋
北アイルランド
国境問題の
バックストップ
（一時的保険）
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将来関係宣言

＜英EU将来関係協定＞

経済

パートナーシップ

（北アイルランド国境問題
の永続的解決）

物品貿易

単一関税領域

税関テクノロジー

UKがEU規制に整合させる

サービス貿易

受入国規制・内国民待遇

専門資格の相互承認

金融サービスの同等性

安全保障

パートナーシップ

警察・刑事司法協力

外交・安保・防衛協力

③bis
英ＥＵ将来関係宣言
＝北アイルランド国境
問題の永続的解決を
含む



UK新首相にとっての与件 ④

©庄司克宏 無断使用・転載等禁止 31



④ 10月31日離脱期限とEU指導部の交代時期
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7月25日～

9月2日

英下院

夏季休会

9月29日～

10月2日

保守党大会

10月31日

UK離脱期限

11月1日

次期

コミッション

発足

12月1日

次期

欧州理事会
議長就任

https://www.euractiv.com/section/future-eu/news/praised-over-brexit-barnier-on-orbit-for-eu-top-job/

©European Union, 2019

https://commonslibrary.parliament.uk/brexit/the-eu/eu-top-job-appointments-and-nominations/

https://audiovisual.ec.europa.eu/en/photo/P-040697~2F00-16

G7首脳会合8.24-26 EU首脳会議10.17-18

トゥスク欧州理事会常任議長
ユンカー欧州コミッション委員長

バルニエ首席交渉官

フォンデァライエン
委員長

ミッシェル
常任議長



ブレグジット想定シナリオ
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現段階の選択肢―政策目標と手段の区別
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政策目標

既存英EU合意･一部修正
による離脱

再交渉による合意離脱

合意なき離脱

ソフトな離脱

関税同盟＋単一市場アクセス

EU残留

手段

閣外協力 DUP

離脱期限 経過または延長

総選挙

再国民投票 離脱通告撤回



政策目標から見た選択肢
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政策目標から見た選択肢
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合意なき離脱

再交渉による
新合意

既存英EU合意
の維持または

一部修正

Soft Brexit
関税同盟＋

単一市場アク
セス

EU残留

離脱通告撤回



政策目標から見た選択肢 ①
離脱通告撤回 EU残留
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政策目標から見た選択肢 ①
離脱通告撤回 EU残留

• EU残留には再国民投票を実施する必要がある。
• 実施の結果、EU残留の民意が示されたら、議会で離

脱通告の撤回を決議して、EU側に通告する。
• EU司法裁判所の2018年12月10日付判決によれ

ば
• （1）離脱通告の一方的撤回は可能である。
• （2）離脱通告の撤回が不可能となるのは、離脱協定

の効力発生、または交渉期限の経過による 。
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政策目標から見た選択肢①の可能性

2019年4月1日 英議会 第2回例示投票indicative votes
再国民投票案 最多得票ながら12票差で不成立
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賛成 280票 反対 292票

保守党 15票 253票

労働党 203票 24票

その他 62票(SNP31票) 15票(DUP10票)



イングランドと北アイルランドの2019年5月2日地方議会選
EU残留支持の自由民主党などが躍進
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政党 議席増減

自由民主党（EU残留支持） ＋703

諸派（EU残留支持） ＋662

緑の党（EU残留支持） ＋194

労働党 －82

イギリス独立党 －145

保守党 －1334



2019年5月欧州議会選挙 UK ブレグジット
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政党 総投票数に占める割合

EU残留派＝自民党、緑の党、
スコットランド民族党など

40．4％

EU離脱派＝ブレグジット党、
UKIP

34．9％

保守党 9．1％

労働党 14．1％



もし合意なき離脱か離脱通告撤回でEU残留かの選択肢で再国
民投票が行われる場合、あなたはどちらに投票しますか？
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https://www.bmgresearch.co.uk/brexit-divide/

世論調査 BMG Research 1,532 (2-5 Jul 19) Posted 10/07/19



国民投票に忍び寄るリスク ＝ ポピュリズム

• ナイジェル・ファラージ氏
• 2016年国民投票でEU離脱に成功
• ブレグジット党設立して、5月欧州議会の
UK選挙で最多議席獲得

• → EU残留をめぐる再国民投票では？
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コービン労働党首 再国民投票支持へ
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REUTERS AND PA

• 労働党は、今の議会の間に再国民投票があ
れば、残留を支持する。

• しかし、コービン党首は、総選挙がある場合、
離脱と残留のどちらを支持するのか明らかに
していない。

https://www.ft.com/content/e3bd800e-a256-11e9-a282-2df48f366f7d



政策目標から見た選択肢②
ソフトな離脱＝関税同盟＋単一市場アクセス
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政策目標から見た選択肢②
ソフトな離脱＝関税同盟＋単一市場アクセス

• 従来の労働党案
• 総選挙の場合に主張する？
• 既存英EU合意のうち政治宣言の見直し
• ソフトな離脱（EUとの密接な経済関係維持）
• 独自の通商協定の交渉不可
• EU規制に合わせる必要がある
• 北アイルランド国境問題のバックストップと矛盾しない
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REUTERS AND PA



2019年4月1日 英議会 第2回 例示投票indicative votes
関税同盟案 3票差で不成立
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賛成 273票 反対 276票

保守党 37票 236票

労働党 230票 10票

その他 6票 30票(DUP10票)



政策目標から見た選択肢③
既存英EU合意維持または一部修正
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政策目標から見た選択肢③
既存英EU合意維持または一部修正

• メイ首相がEUとの間でまとめた合意

• 北アイルランド国境問題のバックストップで、対応策を取
りつつも、保守党離脱強硬派とDUPから反対を受ける

• 一部修正が可能とすれば、政治宣言に限られる。
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アイルランド（EU加盟国）と北アイルランド（イギリス領）の間
でハードな国境を回避する
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Brexit交
渉

共通往来
地域

ハードな
国境の回

避

人の自由移動 物の自由移動

英アイルランド
２国間取り決め

EU単一市場
ルール



メイ首相の交渉目標に矛盾
単一市場・関税同盟離脱 ↔ 北アイルランド国境問題
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・単一市場と関税同
盟からの離脱

↓

・税関検査と物品規
制チェックで国境検
問が必要

・ハードな国境を回避
する（物の越境移動
にチェックをしない）

↓
・北アイルランド国境
での物理的な施設を
回避する

矛盾
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①EU＝UK
関税同盟

②アイルラン
ド＝北アイル

EU物品規制

①税関検査なし

②物品規制チェック
なし

→北アイルランド国
境でハードな国境回
避

バックストップ
＝

英ＥＵ将来関係
協定による北ア
イルランド国境問
題の永続的解決
が間に合わない
場合に一時的に
導入する



EUのバックストップでの狙い＝単一市場の一体性確保
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EU単一市
場

アイルラン
ド

UK
北アイル
ランド
EU物品
規制

英EU関税同盟

第三国

EU関税

EU規制



なぜ離脱強硬派はバックストップに反対するのか？
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EU単一市
場

アイルラン
ド

UK

北アイル
ランド
EU物品
規制

北アイルランドだけ
をEU規制に残す DUP反対

「一時的」な英EU関税同盟

保守党の強硬離脱派
永続化するとして反対



2019年1月15日 英EU合意 英議会の承認投票
賛成202、反対432 メイ首相の歴史的大敗
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賛成202票

うち保守党196

反対432票

うち保守党118

労働党議員と保守党造反
議員は異なる理由で反対



2019年3月11日 英EU追加合意→保守党強硬派への融和策
バックストップの関税同盟に独立の仲裁パネル＝一方的停止の権利
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離脱協定

英EU将来関係協定

北アイルランド議定書：

一時的な関税同盟

物品規制チェックはUK全
体がEUに合わせる

英EU将来関係協定

北アイルランド議定書：

一時的な関税同盟

物品規制チェックはUK全
体がEUに合わせる

合意による見直し

独立の仲裁パネル
＝ 一方的停止の権利

移行期間

2019年3月30日
～2020年末
＋1～2年延長



2019年3月12日 英EU追加合意後の承認投票
英議会 賛成242、反対391 149票差で否決
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賛成242票

うち保守党235

反対391票

うち保守党75

労働党議員と保守党造反
議員は異なる理由で反対



3月29日 メイ首相による3度目の承認投票（離脱協定）
英議会 賛成286、反対344 58票差で否決
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賛成286票

うち保守党277

反対344票

うち保守党34

労働党議員と保守党造反
議員は異なる理由で反対



＜再確認＞ 各勢力は異なる理由で党派横断的に
英EU合意に反対した
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合意な
き離脱

EU残留
ソフトな
離脱

英EU合
意支持



3月29日 メイ首相による3度目の承認投票
（バックストップを含む離脱協定のみ、政治宣言を除く）

英議会 賛成286、反対344 58票差で否決

• 保守党議員の賛成が、前回投票242票より44票増加

• 今回、保守党議員の強硬派も一部賛成に回った。

• ボリス・ジョンソン（現首相）、ドミニク・ラーブ（現外相）、
ジェイコブ・リース=モグ（現下院院内総務）も含まれて
いた。

• →現内閣で選択肢となるか？
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CREDIT: PA

https://www.telegraph.co.uk/politics/2019/03/
27/boris-johnson-will-back-theresa-mays-
brexit-deal/

https://brexitcentral.com/withdrawal-agreement-
rejected-by-a-majority-of-58-heres-how-every-mp-
voted/



政策目標から見た選択肢④
EUとの再交渉による新合意
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政策目標から見た選択肢④ EUとの再交渉による新合意
ブレイディ修正（代替取り決め）のインプリケーション

・ブレイディ修正とは、
政府に対し、北アイルランドのバックストップに関する離
脱協定（北アイルランド議定書）の規定を再交渉し、「代
替取り決め」に置き換えるよう求めるものである。

・2019年1月29日に下院で政府の公式支持を受けて
採択された。
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https://ukandeu.ac.uk/fact-figures/what-is-the-brady-amendment/

https://www.bbc.com/news/uk-politics-48401800



政策目標から見た選択肢④
EUとの再交渉による新合意

→EU側の態度に
変更がないかぎ
り、再交渉が可能
であるとすれば、
政治宣言に限ら
れる

©庄司克宏 無断使用・転載等禁止 63
https://www.politico.eu/article/may-and-
juncker-dive-into-brexit-fine-print/

Joint statement on behalf of President Juncker and Prime Minister May
Brussels, 7 February 2019<http://europa.eu/rapid/press-
release_STATEMENT-19-903_en.htm>

2019．02．20

ユンカー＆メイ共同声
明

将来関係政治宣言

追加修正可能

離脱協定

再交渉不可



政策目標から見た選択肢④ EUとの再交渉による新合意？

• 新首相就任後、夏休み中にEUとの間で水面下の交渉を行う
• とくにG7首脳会合（仏ビアリッツ、8月24～26日）→仏独・EU首

脳との協議？

• EUとの間で、政治宣言の修正を通じ、北アイルランド議定書を事
実上の修正して、バックストップを発動させない仕組みを確保す
る可能性

• メルケル首相「離脱協定のバックストップ取り決めは、将来関係
宣言で代替解決策が見つかる場合にはじめて「上書き」が可能
である。」
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© Getty

https://www.ft.com/content/b0db7948-7e34-11e9-81d2-f785092ab560

https://www.politico.eu/article/angela-merkel-brexit-
backstop-stays-unless-irish-border-alternative-found/



政策目標から見た選択肢④ EUとの再交渉による新合意？

• 10月31日までに、離脱協定と修正政治宣言の批准の

ための国内立法制定を行うことは、時間的に非常に難
しい。

• 離脱期限の延長が必要になる。

• 延長しなければ、EUとの合意（修正政治宣言）が成立
しても、「合意なき離脱」に突入することになる。
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政策目標から見た選択肢⑤
合意なき離脱
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政策目標から見た選択肢⑤
合意なき離脱

• 2019年10月31日までにEUとの間で離脱協定が
成立していなければ、何ら合意がないまま離脱する。

• WTO協定のみ基づいてEUと貿易を行う。

• ボリス・ジョンソン「われわれは合意があってもなくて
も10月31日にEUを離脱する。良い合意を得るた
めの方法は、合意なしに備えることである。」
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Malthouse Compromise モルトハウス妥協案
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explainer-in-full.html

プランB

管理された合
意なき離脱

WTOルール

プランA

FTA＋ハイテ
クによるハー
ドな国境回避

モルトハウス
妥協案

2021年末ま
で現状維持



合意なき離脱に備えた英政府対策 ： 北アイルランドのハードな国境回避

• 北アイルランド措置（一方的暫定措置）： アイルランドから北アイ
ルランドに入る物品について、陸地国境で、物品の税関検査およ
び規制チェックを導入しない。

• アイルランド政府も、短期的には、北アイルランド国境でのチェック
や物理的施設を導入しないと表明している。

• しかし、いずれも、すべての輸入品に同じ扱いをしないため、WTO
ルールに反する。

• イギリスは結局、EUとの長期的な措置を検討する必要がある。
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https://www.instituteforgovernment.org.uk/blog/no-deal-plan-irish-border-falls-
short?inf_contact_key=855229ab8bb438f6541dd3f4133a4dd6680f8914173f9191b1c0223e68310bb1

https://www.gov.uk/government/news/temporary-tariff-regime-for-no-deal-brexit-published
https://www.gov.uk/guidance/eu-exit-avoiding-a-hard-border-in-northern-ireland-in-a-no-deal-
scenario?utm_source=75ce3cb7-9434-4ce8-b32a-eb1b874adb30&utm_medium=email&utm_campaign=govuk-
notifications&utm_content=immediate&utm_source=POLITICO.EU&utm_campaign=5bb24437f7-
EMAIL_CAMPAIGN_2019_03_13_07_01&utm_medium=email&utm_term=0_10959edeb5-5bb24437f7-190352297



政策目標から見た選択肢⑤ 合意なき離脱

• 合意なき離脱のための立法は必要とされない。国内法

的に離脱に対応するため、EU法を暫定的にUK法にと

どめる2018年EU離脱法が制定されている。

• 英議会が合意なき離脱を阻止するため、内閣不信任

決議案を提出することができる。

• しかし、10月31日の離脱期限を考えると、日程が非常

にタイトである。
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下院の超党派の多数は、
一貫して合意なき離脱に反対している。
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2019年3月13日 英議会 321対278で合意なき離脱を拒否

©庄司克宏 無断使用・転載等禁止 72https://www.bbc.com/news/uk-politics-47558676

321票

うち保守党17

278票

うち保守党265



3月13日モルトハウス妥協案（管理された合意なき離脱）
英議会 374対164で否決
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https://www.bbc.com/news/uk-politics-47558676

賛成164票

うち保守党146

反対374票

うち保守党66



下院は7月18日、首相が下院を閉会させ、その間に合意なき離脱をする可能性
を阻止するための「北アイルランド法案」可決 賛成315，反対274＝41票差

一部保守党議員の造反（賛成17，棄権30）により成立

©庄司克宏 無断使用・転載等禁止
74https://www.bbc.com/news/uk-politics-49030225

賛成315票

うち保守党17

反対274票

うち保守党262



政策目標から見た選択肢⑤ 合意なき離脱
英議会は阻止できるか？
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首相は議会の残務整理の期間を延長して、総選

挙の日程を遅らせることが可能である。その場合、

合意なき離脱を阻止できない。

https://www.bbc.com/news/uk-politics-49004486



政策目標から見た選択肢⑤ 合意なき離脱

• EUは、ミニ合意による「管理された(managed)合意なき離脱」を否定。

• 合意なき離脱に、「移行期間」は存在しない。EUは当初の間、一方

的措置により対処する。UKとの調整はしない。

• 英EUが貿易交渉を始める場合、EU条約第50条（離脱規定）ではな

く、EU機能条約第218条（対外協定規定）に基づく（EU側の批准要

件が厳格化）。

• これまでのEUのFTA交渉を見ると、発効までに通常4年以上かかる。

• EUはUKに対し、離脱協定と同じ内容（離脱清算金、EU市民権の保

全、北アイルランドのバックストップ）を要求するだろう。
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手段から見た選択肢
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手段から見た選択肢
ジョンソン政権の成立により、対立軸に変化

総選挙をめぐるせめぎ合い
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合意な
き離脱

EU残留
ソフトな
離脱

英EU合
意支持



総選挙のシナリオ
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英EU交渉

交渉中 内閣不信任
離脱期限前

総選挙？

合意あり

議会承認
離脱期限延長
再国民投票？

議会不承認
離脱期限延長
総選挙？

合意なし 内閣不信任
離脱後

総選挙？

～10月31日～



どのようなシナリオの可能性が高いか？
―これまでのジョンソン政権内の発言から―
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10月31日離脱期限と合意なき離脱？
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8月24～

26日

G7首脳会合

9月29日～

10月2日

保守党大会

10月17～18
日

EU首脳会議

10月31日

UK離脱期限

11月1日

合意なき離
脱？／期限
延長？

https://www.euractiv.com/section/future-eu/news/praised-over-brexit-barnier-on-orbit-for-eu-top-job/

©European Union, 2019

https://commonslibrary.parliament.uk/brexit/the-eu/eu-top-job-appointments-and-nominations/

https://audiovisual.ec.europa.eu/en/photo/P-040697~2F00-16

妥協案の模索？ 強硬路線？ 離脱合意？



ジョンソン政権
のプラン
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ジョンソン首相「バックストップは3度否
決された」「現状の離脱協定は死んだ」

離脱協定の再交渉を要求

とくにバックストップの廃棄 ＝プランA

それが受け容れられないかぎり、

UK首相はEU側首脳に会わない

10月31日に合意なき離脱

＝プランB →総選挙？



保守党内の「25-25問題」 ＝協
定離脱派約25人と合意なき離脱
強硬派約25人の存在
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ジョンソン首相

プランA 「再」交渉 新英EU合意
25-25問題①

強硬派の乱

プランB 合意なき離脱
英議会内閣不信

任決議案

25-25問題②

協定派の乱

プランA  「再」交渉
プランB  合意なき離脱

ジョンソン首相
のプランと制約

https://www.politico.eu/article/boris-johnson-theresa-may-jeremy-hunt-dude-
or-dud-conservative-party-leader-brexit-no-deal-withdrawal-agreement/

上記①②とも

総選挙へ？



ジョンソン政権の意図？

2015年総選挙のキャメロン政権の総選挙
勝利＝国民投票を約束してUKIPを破った
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離脱協定
再交渉

EU拒否

10月31日

合意なき
離脱

第三国と
してEUと
ミニ合意
追求

解散総選
挙

保守党過
半数

政権維持

対EU強硬策に
よりブレグジット
党を封じ込める



前例としての 2014年UK欧州議会選挙と2015年総選挙
欧州議会選挙の場合→政党別得票率と獲得議席
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政党 獲得議席 得票率
イギリス独立党 24 27．49％
労働党 20 25．4％
保守党 19 23．93％
緑の党 3 7．87％
スコットランド民族党 2 2．46％
自由民主党 1 6．87％

http://www.ukpolitical.info/european-parliament-election-2014-results.htm



前例としての 2014年UK欧州議会選挙と2015年総選挙
2015年総選挙の場合→政党別得票率と獲得
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政党 獲得議席

保守党 331

労働党 232

スコットランド民族党 56

自由民主党 8

民主統一党DUP 8

イギリス独立党 1

政党 得票率

保守党 36．9％

労働党 30．4％

イギリス独立党 12．6％

自由民主党 7．9％

スコットランド民族党 4．7％

緑の党 3．8％

https://www.bbc.com/news/election/2015/results



前例から判断すると、2019年欧州議会選挙でのブレグジット党
の獲得議席は、次期総選挙での議席獲得につながらない
→ ジョンソン政権は対EU強硬策によりブレグジット党に流れた
支持層を奪還する。
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政党 獲得議席 得票率

ブレグジット党 29 31．6％

自由民主党 16 20．3％

労働党 10 14．1％

緑の党 7 12．1％

保守党 4 9．1％

https://www.bbc.com/news/uk-politics-48403131

政党支持率
YouGov
2019.7.25-26
保守党 31％
労働党 21％
自民党 20％
Brexit党 13％

https://yougov.co.uk/topics/politics/articles-
reports/2019/07/28/voting-intention-con-31-
lab-21-lib-dem-20-brex-13-



管理された(managed)合意なき離脱？
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管理された合意なき
離脱

ミニ合意～

自由貿易協定へ

移行期間なし

EUは従来と同様の
要求

EUの貿易協定をUK
に切り替える交渉

13件終了、23件未了

相手国次第

日本、トルコ、カナダ
は拒否

新たな自由貿易協定
の交渉

USA、南米、アジアと
の交渉

数年かかる

下院が阻止できるか
不透明



管理された(managed)合意なき離脱の場合
北アイルランド国境のバックストップに代わる取り決め

• ALTERNATIVE ARRANGEMENTS FOR THE IRISH BORDER: 
REPORT & PROTOCOLS, Prosperity UK Alternative 
Arrangements Commission, 18th July 2019

• 既存のハイテクと行政簡素化で3年以内に機能させる。
• 最大限可能な選択肢を活用できるようにする。
• 国境横断的な高度化経済特区、多層的な認定輸出入業者

制度（trusted trader programme）、国境から離れた
地点で行われる衛生植物検疫措置など
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管理された(managed)合意なき離脱
北アイルランド国境のバックストップに代わる取り決め
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バックス
トップに代
わる取り決

め

既存ハイ
テクの活

用

3年以内に
機能開始

行政簡素
化

ALTERNATIVE ARRANGEMENTS FOR THE IRISH BORDER: 
REPORT & PROTOCOLS, Prosperity UK Alternative 
Arrangements Commission, 18th July 2019



政策目標・手段の組み合わせシナリオ
ブレグジットは結局どうなるのか？
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政策目標・手段の組み合わせシナリオ①
EUとUKソフト離脱派にとって🌸🌸
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英EU「再」交
渉

政治宣言の修
正によるバッ
クストップの凍

結

議会承認
10月31日

合意離脱



政策目標・手段の組み合わせシナリオ②
EUとUKの残留派にとって🌸🌸
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英EU「再」交
渉

政治宣言の
修正による
バックストッ
プの凍結

議会承認

離脱期限延
長

再国民投票

EU残留



政策目標・手段の組み合わせシナリオ③
最も混迷するケース😔😔
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英EU「再」交渉
政治宣言の修正
によるバックス
トップの凍結

議会不承認
離脱期限延長

解散総選挙

合意なき離脱

OR
合意離脱

OR
EU残留



政策目標・手段の組み合わせシナリオ④
ジョンソン首相の真意？💣💣
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英EU「再」交渉

なし

決裂

10月31日合意
なき離脱

解散総選挙
第三国として

EUと貿易協定
等の交渉



3．欧州大陸における「奪EU」
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「専制化 autocratization」の第3の波と
欧州ポピュリズム

©庄司克宏 無断使用・転載等禁止 97



民主化からの揺り戻しとしての
「専制化 autocratization」

• アメリカの政治学者ハンティントンが1991年に著した『第三の波』
によれば、19世紀以降に民主化の波が3回生じた。

• 最近の研究では、その揺り戻しとして「専制化」(autocratization)
の波が発生しており、現代世界は冷戦終結前後の民主化の波の揺
り戻しとしてロシアなどで1994年以降に始まった第３の波に直面し
ていることが指摘されている。

• （A. Lührmann & S. I. Lindberg, “A third wave of autocratization is here: what is new about 
it?”, Dmocratization, 2019）
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ハンティントン『第三の波』（1991年）→19世紀以降に3回の民主化の波
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第１の波＝USA独立革
命、仏革命等に起因す
る1828～1926年

• 揺り戻し＝独伊の
ファシズム1922～
1942年

第2の波＝独伊、南米
等での民主化 1943～
1962年

• 揺り戻し＝南米、アジ
アでの権威主義体制
1958～1975年

南欧、トルコ、南米、印
パ、東欧での民主化
1974～1990年代

• 揺り戻し＝専制化の
第3の波



民主化からの揺り戻しとしての「専制化 autocratization」

• 「専制化」とは「代議制民主主義の中核的な制度要件が実質的に
事実上衰退すること」と定義される。

• 現在の第３の波の特徴は、

• 軍事クーデター、外国からの侵略、「アウトゴルペ」（合法的手段で
政権を獲得した後、選挙や議会を廃止して独裁化すること）ではなく、

• 時間をかけて次第に民主主義を形骸化させるという形をとる。

• それは、選挙で勝利して政権に就いた後、議会などの主要な民主的
制度を廃止しないまま民主主義的な規範を数年かけて徐々に損なう
という手法である。
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EUにおけるポピュリズムと「専制化」

• そのような「専制化」は、EU内では「反リベラル・デモクラシー」を
標榜するポピュリズムという現象の中で、ハンガリーのオルバン政
権やポーランドの「法と正義」を与党とする政権に多かれ少なか
れ顕在化している。

• ハンガリーのオルバン首相は2014年に、ロシアや中国をモデル
に「反リベラル国家」を建設するとさえ表明した。
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EUにおけるポピュリズムと「専制化」

• 反リベラル・ポピュリズムは、選挙で勝利して獲得した多数派
の民意を過剰に重視する一方、

• リベラル･デモクラシーのうちリベラルの柱である権力分立、司
法権の独立、少数派の保護、メディアの中立性（以下、法の支
配と総称）を毛嫌いし、民意の実現を妨げるものであるとして
敵視する。

• 実際には憲法や法律を改正して法の支配を無力化する一方、
バラマキ政策により国民の支持をつなぎ止めて政権延命を図
り、「専制化」する。
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EUにおけるポピュリズムと「専制化」

• しかしEUの場合、コミッションやEU司法裁判所など、選
挙によらない独立の非多数派機関を中心に運営され、
EU全体の利益のために加盟国の主権を制限する形で
欧州統合を進めている。

• 欧州懐疑主義、ナショナリズム、反既成勢力などを共通
項とする右派の各国ポピュリスト政党（以下、ポピュリス
ト政党）による「専制化」の試みは、EU規範の1つであ
る法の支配と衝突する。
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リベラル・デモクラシー ポピュリズム

©庄司克宏 無断使用・転載等 禁止 104

リベラル・デモクラシー

両者の適切なバランス

ポピュリズム

過剰な多数派支配

庄司克宏作成

法の支配の尊重
権力分立、司法権の独立
少数派の保護
メディアの中立性

法の支配を無力化
権威主義体制
バラマキ政策
政権延命



欧州議会をめぐる「奪EU」の追求
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サルヴィーニ伊内相・｢同盟」党首と奪EU

• 本年5月23～26日の欧州議会選挙は、欧州大陸のポピュリスト

政党が「奪EU」を目標として大同団結しようとした事実上初めて

の試みであった。

• 先述した欧州連邦型アプローチにおいてEUレベルの民意を形成

するために設立された欧州議会で、過半数あるいは拒否権勢力

になり得る議席を獲得することをめざした。

• その中心人物がイタリアの「同盟」党首で内務大臣を務めるサル

ヴィーニ氏であった。
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サルヴィーニ伊内相・｢同盟」党首と奪EU
• サルヴィーニ氏は、「諸祖国より成る欧州」を基本理念として、EU
から「主権」を奪還して移民を制限し、国家のアイデンティティを守
ることを訴えた。

• これは、前掲「欧州統合の三角形モデル」にある国家主権と（国
内）民主主義を最大化しつつ、 「逆欧州連邦型アプローチ」をとり、
欧州統合を国益に適う範囲に縮小することを意味する。

• それは「アラカルト欧州」という統合方式であり、ＥＵレベルの協力
と権限の範囲を単一市場のみに縮小し、経済的利益を確保する
一方で、それ以外の権限を加盟国に返還することを意味する。
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欧州統合

民主主義国家主権

逆欧州連邦型アプローチ

欧州ポピュリズムの奪EU

出典：庄司克宏著『欧州の危機』東洋経済新報社、2017年、77頁
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アラカルト欧州
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単一
市場

共通通
貨

司法内
務

外交安
保

政治統
合

財政政
策

庄司克宏作成



欧州議会における「奪EU」の挫折
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2019年欧州議会選挙後の親EU政党
751議席中518
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EPP

182

Renew

Europe

108

Greens/
EFA
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親EU政党
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2019年欧州議会選挙後のポピュリスト政党
751議席中191
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「アイデンティティと民主主義」(ID)会派
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欧州ポピュリスト政党の結集を阻む要因
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問題 対立

EU予算における財政
移転

純貢献国の西欧諸国(ドイツなど）と純受益国の東欧
諸国（特にポーランド、ハンガリー）

財政規律 財政規律重視するドイツなどの北部諸国、景気刺激を
優先するイタリアなどの南部諸国

対ロシア関係 親ロシア派の仏国民連合、伊同盟、オーストリア自由
党、ハンガリー・フィデスに対し、北欧諸国やポーラ
ンドはロシアを安全保障上の脅威とみなす

難民問題 難民問題で受け入れ負担の平等化を求めるイタリアと、
それを拒否するハンガリーやポーランド



欧州議会における奪EUの挫折

• 欧州議会議長 S&Dより ダビド・サッソリ（David Sassoli）氏
• 欧州議会副議長14人 ポピュリスト政党からはゼロ

• 20の委員会、2つの小委員会の各委員長 ポピュリスト政党から

はゼロ（予算委員会はECR所属でベルギー選出議員が委員長）
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しかし、ポピュリスト勢力は
次期コミッション委員長の指名で影響力を持った

• 欧州理事会（EU首脳会議）で次期委員長候補としてティーマーマンス （オラ

ンダ）第一副委員長が挙がった際、ハンガリー、ポーランドは、法の支配原則違

反として厳しく追及された経緯から猛反対した。

• その後にUrsula von der LEYEN独国防相を候補として選出（両国も容認）

• 7月16日欧州議会賛成383票、反対327票で選出 →支持基盤弱体

• ＊ユンカー現委員長は422票で選出

• EPP、Renew Europe、S&D（うち6カ国の議員が反対）の支持、一部ポピュ

リスト政党も

©庄司克宏 無断使用・転載等禁止 116https://www.bbc.com/news/world-europe-49010801
https://www.politico.eu/article/ursula-von-der-leyen-
elected-european-commission-president/



次の焦点
コミッション委員のリストと職務分担
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7

各加盟国

委員候補を提案

閣僚理事会

次期委員長との
合意で委員リスト

決定

9月30日－10月8
日

各委員候補

欧州議会の各委
員会でヒアリング

10月21－24日

欧州議会はコミッ
ションを一体とし

て承認する

欧州理事会

は欧州議会の同
意によりコミッショ

ン任命

• ポピュリスト政党が単独政権や連立政権を形成してい
る加盟国から同政党のメンバーが推薦され、コミッショ
ン委員になる可能性がある。

→コミッションの独立性の危機？
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EU

欧州理事会

（EU首脳会議）

欧州議会 閣僚理事会

政府間ルート欧州議会ルート

首脳・閣僚

加盟国政府

政権参加

ポピュリスト政党

選出議員

ポピュリスト政党
による奪EUの
ルート

・欧州議会ルート
・政府間ルート

ポピュリスト政党が単独政権や連立政
権を形成している加盟国は、現時点で
28カ国中7カ国に達する。
欧州理事会や閣僚理事会でコンセン
サスによる政策や人事の決定をブロッ
クする可能性がある。

庄司克宏著『欧州ポピュリズム
―EU分断は避けられるか？』
ちくま新書、2018年



4．結語―EU統合の展望
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シナリオ 権限 特徴EU
範囲 強度

①「継続する」 現状 現状 従来の統合方式に基づく超国家的統合の維持

維持 維持

② 単一市場のみ 縮小 縮小 アラカルト欧州、単一市場以外の権限を加盟国に返「 」

還、必要に応じて政府間協力

③「より多くを欲 一部 一部 ２速度式欧州（マルチ・スピード欧州 、超国家的）

する国がより多く 拡張 強化 な先行統合、遅れて参加可能

を行う」

④「行うことを少 縮小 一部 準アラカルト欧州、合意分野で の権限強化、そEU
なくして効率化す 強化 れ以外では権限を加盟国に返還

る」

⑤「一層多くのこ 拡張 強化 従来の統合方式に基づく超国家的統合の拡大発展

とを共に行う」

Brexit Brexit 65（ 「 」『 』出典： 庄司克宏 の諸問題・２ ローマ宣言と 通告 貿易と関税 第

巻 号、 年（ － 頁） 頁）5 2017 10 17 15

2017年欧州将来白書の5つのシナリオと比較



将来シナリオ リベラルEU v. 欧州ポピュリズム
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統合レベル

高い

欧州連邦

More Europe
速度式欧州2

アウトプット インプット

による正当性 による正当性

準アラカルト欧州

Less Europe
←欧州ポピュリズムアラカルト欧州

低い 離脱EU
↑ ポピュリズムUK



欧州統合のゆくえ
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2速度式欧州（マルチ・スピード欧州）
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後発

グループ

能力･意思欠如

先発

グループ

能力・意思大
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アラカルト欧州
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新たなグランドバーゲン？

• ローマ条約＝仏の共通農業政策と独の共同市場

• マーストリヒト条約＝ドイツ再統一と仏の望む経
済通貨同盟

• 新たなグランドバーゲン＝防衛・安全保障と財政
同盟・銀行同盟

• 2速度式欧州の活用＝EU内とEU外
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補足―日EU関係の展望
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日EU経済連携協定第16・16条 市民社会との共同対話
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EU

市民社会

→
←

市民社会

日本

共同対話
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日EU人的交流の促進の必要性

•日欧間の対話フォーラムの立ち上げ
•日米交流のための「安倍（晋太郎）フェ
ローシップ」（国際交流基金）の日欧
バージョンの新設
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ご静聴ありがとうございました。
庄司克宏
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Keio Jean Monnet Centre for EU Studies
(Jean Monnet Centre of Excellence)
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